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【研究概要】 

 情動喚起を呈し感情の表出を可能とする人形劇を主に，震災後の仮設住宅に暮らす住民を対象に

癒しを目的とする交流会を実施した。結果，生理的指標である収縮・拡張期血圧,体温,SDNN,スト

レス度において緩和を示す有意差がみられた。アンケート調査の主成分分析結果においても「地域

のつながり」「生命」「元気（になる）」「愛情」「活気」「気持ちが伝わる」「勇気」「感動」の 8項目

がプロットされ，前向きな意見がみられた．以上，人形劇による交流会は被被災者の心象を和らげ

る効果となったことは推測され，被災者への“集う”ことによる精神的緩和支援を可能にした。 

 

【研究内容・成果】 

 

＜研究概要＞ 

人形は，古来より魔除けや厄除け，さらに道徳や教育を伝えるメディアとしての役割を担ってお

り，また人形に対する愛着や伝統芸能など文化の要素となる身近な存在でもあり，歴史的にも感情

や知識を伝えることが実践されてきた．このことは人形劇における観る側の気持ちに情動喚起を呈

すること，感情の表出を可能にすると言える．この理由により本活動は，被災者に対する人形劇を

主とした交流会により，被災者の沈んだ気分を盛り上げること，将来への不安や悲しみといったス

トレスの緩和あるいは解消など精神的な緩和支援を目的に，人形劇を主とする交流会を実施した。 

 

＜研究目的＞ 

被災で苦しむ人を対象に，人形劇を主とする交流会を設定することにより，被災者の沈んだ気分

を盛り上げること，将来への不安や悲しみから生ずるストレスの緩和あるいは解消など精神的な緩

和支援を図ることを試みた。 

 

＜研究方法＞ 

交流会前後において，株式会社 YKC製加速度脈波測定システム（商品名：パルスアナライザープ

ラス）を用いた生理的指標：腋窩体温,脈拍,血圧を計測し，自律神経機能，自律神経バランスとし

て示されるストレスを測定した．また交流会終了後に，人形がもたらすイメージの感想を４件リッ

カート法で回答してもらった。結果は記述統計処理後，主成分分析を施した。 

 

＜成 果＞ 

収縮期血圧,拡張期血圧,体温,SDNN,等の生理的現象を示すストレス度は有意な差がみられた。こ

れは本交流会による当初の緊張が，打ち解けた雰囲気に変化し血流改善や血圧低下といった心身へ

のリラックス状態をもたらした結果と推測する． 

被災者の感想調査結果の意見においては，多く前向きと取れる感想が聞かれていた。例えば「少

しでもいいから忘れさせてくれた」「あなたたちの心が伝わってきた」「人形劇は昔を思い出した」

「楽しかった，一瞬でも楽しい時が過ごせた」「ゆとりがないとなかなか外に出れないが，１年経

って少しずつ出れるようになってきた」といった意見が記載された。 
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人形を用いた交流会から被災者が感じた思い（イメージ）は以下の通り。主成分分析の結果，人

形劇がもたらす効果は「感情」と「成長」の２成分となって抽出された。第一象限には「地域のつ

ながり」，「生命」，「元気（になる）」，「愛情」の４項目が，被災者の「感情」を示す項目のいずれ

もが正の方向で表された。第四象限には「感動」，「勇気」，「気持ちが伝わる」，「活気」の４項目が

プロットされ，未曽有の体験が被災者個人の成長を停滞させていることが伺われた。 

「生命」を育むためには前提に「地域のつながり」が必要で，今回はその土台が危ぶまれる。ま

た個人が「元気」であるためには，人間の本質である「愛情」は重要な所産であると捉えていた。

（残念ながら）今回の活動が成長を支援する「感動」，「勇気」として効果を高めてはいないものの，

「気持ちが伝わる」，「活気」のポイントは，本活動の人形劇による交流会が，被災者にとって感情

面への働きかけが高値を示しており，被災者のイメージに心象を和らげる良い効果として表れた可

能性と推測した．被災者の健全な成長には前提となる健全な感情が求められることは事実である。 

今回のような人形劇を用いた活動が，被災者の心情を和らげる効果が示され，“集う”ことが被

災者の活気を高めることを可能にし, “楽しさ”をもたらすことが示された． 

 

  

 

 

 

 


